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他所の社員は誰も知らない！ 危険の

共有意識ゼロ！何が「安全最優先」だ！
７月２２日、名古屋運輸所の総務科名で「お知らせ（注意

喚起）」セアカゴケグモ発見の掲示が出ました。本日までか

なり経過しますが、これまで大阪や東京の乗務員は何も知ら

されず名古屋運輸所を乗務員宿泊所として利用してきました。最近、掲示を見た組合

員から申告を受け大阪第一運輸所・大阪第二運輸所の総務科長に確認したところ「初

めて聞きました、確認します。」とのことでした。

セアカゴケグモに咬まれた場合、１時間から１２時間以上になると痛みが出て嘔気、

嘔吐、発熱、不眠症、めまい、頭痛など多岐に渡る症状が発生するとなってます。名

古屋運輸所の掲示では「当該クモは駆除済み、業者による周辺の防除消毒作業も完了

している」と出ていました。しかし、東京や大阪の運輸所にはいまだに注意喚起の掲

示すら出していません。これで「安全最優先」と言えるのでしょうか？

「セアカゴケグモ」の掲示が出てから約２ヶ月経過していますが、今からでも遅く

はありません。掲示を出し社員に注意喚起すべきではないでしょうか。

９月23日、関西地本は「名古屋運輸所のセアカゴケグモ発見」に関する申し入れを

行いました。

【 申し入れ内容 】

１．名古屋運輸所に於けるセアカゴケグモの発見日時と場所の詳細を明らかにすること。

２．名古屋運輸所に於ける駆除及び消毒の詳細を明らかにすること。

３．新幹線乗務員職場に対する注意喚起の掲示を出すこと。

４. 今後、名古屋運輸所に限らずセアカゴケグモ発見時の対応を明らかにすること。
５. ７月２２日に名古屋運輸所で掲示が出された以降、他所乗務員が 9 月上旬まで当該事象

を知らなかった理由を明らかにすること。

６. 東海労組合員からの問い合わせに対し大阪第一運輸所杉本総務科長からは「大阪南港で
も多く発見されている」、関西支社の岡本係長からは「名古屋運輸所に行けば掲示を見る

から特に関西支社として対応を考えていない」との返答であった。このような言動は、

軽率な言動であると考えるが会社の見解を明らかにすること。

７．名古屋運輸所内の安全衛生委員会でセアカゴケグモが発見された事象、その後の対応、

対策について議論されたのか明らかにすること。また、７月～９月に開催された安全衛

生委員会の議論内容を書面で明らかにすること。


